
思いやりのある看護を目指して
看護部の看護・介護職員では、看護・介護職

員が連携、協力しあって看護と介護の質の向上

を図り、誇りと自覚を持ってより良いケアを患者

さんに提供するために「教育委員会」を組織し

ています。

この「教育委員会」では、毎月１回、会議を行

い、講演会や研修会を企画しながら看護および

介護業務の改善を行っています。

今回は、その活動の一部を紹介します。

毎年、年度末の３月になると研究成果を発表

する研究発表会を行っています。

昨年の８月に医療行為や医学的調査研究に倫

理的に配慮を図り、医療を受ける患者様の人格

を尊重し人権を擁護するために院内に倫理委員

会を設置しました。この倫理委員会には、区長

会長の石原省三さん（藤田）、和水町地域婦人

会長の菊川ヨリ子さん（前原）にも委員に入って

いただいています。

昨年度は、次の３つの調査研究について倫理

委員会で承認をいただき、調査研究を行いまし

た。

①患者と家族にとってよりよいエンゼルケア

を目指して～マニュアル作成によるケアの統

一　　　　　　　３階看護師　満永　弘江

②高齢者の安楽な入浴援助方法の検討

　　　　　　　　４階看護師　平山美由紀

③訪問看護利用者へのアロマセラピー効果に

ついて　　　　　訪問看護師　平川　陽子

今年３月に行った研究発表会では、調査研究

から得られた結果や課題について、参加した看

護師からたくさんの質疑があり、活発な意見

交換を行うことができました。

また、当院では、九州看護福祉大学、玉名女

子高等学校、鹿本医師会看護学校、城北高等学

校の４校から看護実習の受け入れを行っていま

す。

各現場には、実習指導者の資格を持った看護

師を配置していますが、看護職員の全員が指導

者という考えのもと指導を行っています。これか

らの未来に必要な看護師を目指している学生た

ちです。常々、看護部の看護師には、「オタオタ

しているところも悩んでいるところも含めて、い

つものケアの様子を見せなさい。」と、伝えてい

ます。私たち看護師が、現場での自然な姿を見

せることこそ、学生が得るものは大きいのでは

ないかと考えているからです。

これからも看護部一同、地域の病院として地

域住民に思いやりのある看護を提供していきた

いと考えています。
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〔
井
戸
１
〕常
時
、水
が
溜
ま
って
お
り
、掘
り
抜

き
井
戸
の
様
な
形
を
し
て
い
ま
す
。城
の
井
戸
と

伝
わ
り
、戦
前
ま
で
、雨
乞
い
祭
り
が
行
わ
れ
、定

期
的
に
井
戸
さ
ら
い
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、雨
水
を
溜
め
た
貯
水
池
で
あ

る
事
が
判
明
し
ま
し
た
。深
さ
２・２ｍ
、上
場
は
長

径
３・８ｍ
、短
経
３・２ｍ
、下
場
は
長
径
２・６ｍ
、短
経
２・５ｍ

の
大
き
さ
で
す
。

〔
井
戸
２
〕水
は
、溜
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
五

郎
者
池
」と
呼
ば
れ
、馬
に
、水
を
飲
ま
せ
た
池

と
伝
わ
り
ま
す
。深
さ
１・８ｍ
、上
場
は
長
径
４・０ｍ
、

短
径
２・５ｍ
、下
場
は
長
径
４・０ｍ
、短
径
１・５ｍ
。井
戸

１
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き

さ
で
、形
状
は
、と
て

も
似
通
って
い
ま
す
。

こ
の
２
基
の
井
戸

は
、高
山
に
位
置
す
る

山
城
に
設
置
さ
れ
た

井
戸
と
し
て
、注
目
さ

れ
ま
す
。

４
本
目
の
井
戸
は
、志
口
永
城
跡
に
残
っ
て
い

ま
す
。最
高
所
が
、標
高
83・５ｍ
の
単
郭
形
式
の

城
跡
で
、北
東
側
の
張
り
出
し
小
尾
根
に
井
戸

が
あ
り
ま
す
。階
段
状
地
形
の
８
段
目
に
掘
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。井
戸
の
伝
承
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、形
状
か
ら
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。平

面
形
状
は
、長
円
形
で
、東
西
方
向
に
長
軸
の
向

き
が
あ
り
ま
す
。上
場
は
、長
径
９・５ｍ
、短
経
６・８

ｍ
、下
場
は
長
径
５・５ｍ
、短
経
２・６ｍ
の
大
き
さ
で
す
。

今
月
は
、江
栗
城
跡
・
日
平
城
跡
・
志
口
永

城
跡
に
残
る
井
戸
の
計
測
値
を
並
べ
て
み
ま
し

た
。文
中
に
も
記
し
ま
し
た
が
、江
栗
城
跡
と
志

口
永
城
跡
の
井
戸
が
、形
も
大
き
さ
も
極
め
て
似

通
っ
て
い
る
事
は
、注
目
に
値
し
ま
す
。や
は
り
、

中
世
城
は
、群
と
し
て
捕
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。菊
水
の
江
田
地
区
か
ら
植
木
に
向
か
う
県

道
沿
に
並
ぶ
城
跡
群
に
も
同
じ
事
が
言
え
ま

す
。

形
で
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
面
形
状
は
、長
円
形
で
、南
北
方
向
に
長
軸

の
向
き
が
あ
り
ま
す
。南
側
寄
り
で
少
し
、す
ぼ

ま
っ
た
形
に
な
り
ま
す
。擂
鉢
状
の
穴
で
、深
さ

２・８ｍ
、上
場
は
、長
径
10・４ｍ
、短
経
６・８ｍ
、下
場

は
、長
径
６・６ｍ
、短
経
４・２ｍ
の
大
き
さ
で
す
。井
戸

壁
に
あ
た
る
３
段
目
の
法
面
は
、急
峻
に
削
り
落

さ
れ
て
い
ま
す
。形
や
規
模
は
、志
口
永
城
跡
の

井
戸
に
、良
く
似
て
お
り
、両
城
跡
の
関
連
性

が
、伺
わ
れ
ま
す
。

他
の
城
跡
の
井
戸
は
、既
に
、調
査
を
終
え
て

い
ま
す
が
、類
例
が
、日
平
城
跡
と
志
口
永
城
跡

に
残
っ
て
い
ま
す
。状
況
は
、既
に
、調
査
報
告
書

と
広
報
で
報
告
済
み
で
す
が
、資
料
比
較
の
た
め

に
取
り
上
げ
ま
す
。

日
平
城
跡
は
、標
高
が
３
４
２・２ｍ
の
本
格
的

な
山
城
で
す
が
、山
頂
直
下
の
平
場
と
、少
し
離

れ
た
南
東
側
の
尾
根
筋
に
、計
２
基
の
井
戸
が

残
っ
て
い
ま
す
。資
料
説
明
に
際
し
、前
者
を
井

戸
１
、後
者
を
井
戸
２
と
し
ま
す
。

本
城
内
に
は
、１
２
０
の
井
戸
が
あ
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。実
際
、城
は
、籠
城

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、水
の
確
保
は
、生

命
維
持
の
た
め
に
、不
可
欠
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

当
然
、こ
の
事
は
、県
内
で
５
３
３
を
数
え
る

中
世
城
に
も
当
て
は
ま
る
筈
で
す
が
、不
思
議
な

事
に
、残
存
し
て
い
る
井
戸
の
数
は
、驚
く
程
、少

な
い
の
で
す
。最
も
、当
時
は
、城
内
に
、幾
つ
も
の

大
き
な
水
甕
を
持
ち
込
ん
で
い
た
事
が
、発
掘
調

査
の
結
果
、明
ら
か
に
な
って
い
ま
す
。

実
際
、備
前
甕
や
須
恵
甕
の
破
片
が
、数
多

く
、出
土
し
て
い
ま
す
。城
内
の
谷
間
に
、岩
清
水

の
個
所
を
確
保
し
て
い
た
事
も
分
か
っ
て
い
ま

す
。和
水
町
内
で
は
、国
指
定
史
跡
の
田
中
城
に

も
、井
戸
の
話
を
聞
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、例
外

的
に
、町
内
の
城
跡
に
は
、井
戸
と
推
定
さ
れ
る

大
穴
が
４
基
も
残
って
お
り
、異
例
な
事
と
し
て
、

注
目
さ
れ
ま
す
。

そ
の
内
の
一
つ
が
、こ
の
江
栗
城
跡
に
あ
り
ま

す
。先
月
号
で
、少
し
触
れ
ま
し
た
が
、今
、「
城

尾
」地
内
で
、確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。水

は
、溜
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、井
戸
と
伝
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。私
は
、町
史
編
纂
時
期
に
、一
度
、竹

藪
の
中
で
実
見
し
ま
し
た
が
、今
回
、周
り
の
枯

竹
や
倒
竹
が
片
付
け
ら
れ
る
と
、そ
れ
は
、見
事

な
井
戸
で
し
た
。

広
い
面
積
の
城
尾
は
、南
北
方
向
に
、何
段
も

造
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、４
段
目
の
平
場
に
存
在

し
ま
す
。そ
れ
も
、３
段
目
の
法
面
を
掘
り
込
む

熊
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江栗城跡　井戸

江栗城跡　Ⅲ郭（城尾）江栗城跡　Ⅲ郭（城尾）

日平城跡　井戸１

日平城後　井戸２

志口永城跡　井戸

志口永城跡　全体図

日平城跡　中央部
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